
オンデマンド授業流通フォーラム＜FOLC＞は
多くの学校・企業のご支援によって設立された非営利の協力組織です。
会員機関の皆様がオンデマンド授業に取り組みやすい環境基盤をつくるため
授業運営に役立つ様々な情報と会員向けサービスを提供し
会員間の相互交流を推進しています。
今後も＜FOLC＞の活動にご支援を賜りますようお願い申し上げます。

オンデマンド授業流通フォーラム

FOLC活用ガイド07年度版

FOLCを最大限に活用する
4つのステップ
●Ⅰ.情報収集
●Ⅱ.トライアル
●Ⅲ.情報発信/PR活用
●Ⅳ.実践/授業運営

フォーラムフォーラムWebWebサイトサイト http://www.folc.jp/
■FOLCの活動について詳しく知りたい
■受配信のしくみ、運営ガイドラインを知りたい
■どんな機関がFOLCに参加しているのですか?
■授業運営の実施状況を知りたい
■講義のサンプルコンテンツを視聴したい
■FOLCのセミナーや総会に参加したい
■ｅラーニングの最新動向ニュース、イベントの情報を知りたい
■コンテンツ制作協力会社、配信協力会社の選択を検討している

会員登録・科目登録などの各種申請はWebサイトから行うことができます。
FOLC活動の最新情報が随時掲載されておりますので是非ご覧ください。

その他の会員向け情報
■フォーラムニュースレター
■オンデマンド授業品質検討専門部会報告書
■オンデマンド授業受講学生アンケート調査報告
■全国教育機関オンデマンド授業運営検討状況アンケート報告

会員機関の皆様にフォーラムの活動状況をお知らせするニュースレター
を発行するほか、研究会の成果をまとめた報告書、授業運営に関する各
種アンケート結果などの情報提供を行っています。これらの資料は各機
関の連絡担当者様にメール・郵送でお送りします。

オンデマンド授業に対する理解を深めていただくために、
会員間の情報共有と相互交流の場を提供しております。

研究セミナー・専門部会
■他大学の具体的な実践事例を知りたい
■オンデマンド授業のメリット、デメリットとは？
■実際に授業を担当している教員、運営スタッフの本音、経験を聞きたい
■コンテンツ制作や授業運営について、具体的な運用のヒントを知りたい

ｅラーニングの品質向上と情報共有を目的に、会員間の意見交換を行うセ
ミナーや専門部会委員による研究会を開催しています。アジアを中心に海
外の参加大学も次第に増えていることから、昨年度は海外大学と共同で行
う異文化交流授業の研究プロジェクトを発足いたしました。

Ver.2.0

ⅠⅠ..情報収集情報収集

科目評価キャンペーン（学校会員対象）
■学生の立場で実際の授業を体験したい
■各授業の特色やコンテンツ構成を理解したい
■各種LMSの機能を試したい
■コンテンツ制作の工夫を研究したい

会員の皆様に各授業の特色やコンテンツ構成をご理解いただくため、配信
校および配信協力会社の協力を得て実施する受講体験のキャンペーンです。
公開期間中は各回の講義を一斉公開とし、自由に視聴することができます。
※2007年度の実施については未定です。

実際にオンデマンド授業を体験し、受講システムを理解することが
受配信実践の第一歩です。運用体制の構築や技術開発にお役立てください。 ⅡⅡ..トライアルトライアル
会員向けサービス講座(無償提供)
■学生サービスや職員研修に活用できる科目がほしい
■オンデマンド授業を学内に定着させるツールとして使いたい
■学習管理システム(LMS)の実験利用に良質な講義コンテンツがほしい

＜FOLC＞に会員登録をすると、 ＜FOLC＞Webサイト上で公開されてい
る会員向けサービス講座を自由に視聴することができます。利用機関が学
内のWebサイトやLMSを使ってサービス講座を実施する場合には講座提供
機関から無料でCD提供されます。（※一部のサービス講座を除く。）
授業運営のシミュレーションやLMSの実験利用にご活用ください。

無償提供プロダクツ＜Japrico＞
■コストをかけずにLMSを導入し、学内のシステム構築をしたい
■出席管理やテスト作成等、授業運営をシミュレーションしたい
■授業運営を理解するために、実験利用できるLMSがほしい
■各種LMSの機能を評価するため、実際に試してみたい

オープン・ソース・ソフトウエア版のLMS＜Japrico＞(ジャプリコ)を無
償提供しています。ソースプログラム、資料が公開されており、各大学
の制度の違いに合わせて変更可能です。専用Webサイトから無償ダウン
ロードのうえご利用ください。

トップページ画面

『留学生の就職活動』



ⅢⅢ..情報発信情報発信//PRPR活用活用

会員登録・科目登録のお願い

オンデマンド授業流通フォーラムは、活動にご関心のある皆様の参加をお待ちしています。
会員登録・科目登録の申請は＜FOLC＞Webサイトより行うことができます。
高等教育機関または民間企業・公益法人等の法人による機関申請に限られますのでご注意ください。
オンデマンド授業流通フォーラムの活動、各種登録、受配信に関するお問い合わせは、事務局までメール、電話でご連絡ください。

オンデマンド授業流通フォーラム事務局 〒162-0045 東京都新宿区馬場下町5-1早稲田駅前ビル3Ｆ

TEL.03-3202-6967 E-mail：staff@folc.jp URL：http://www.folc.jp/

受験生のための学校紹介Webサイト http://www.folc.jp/campus/
■授業の一部を模擬講義として全国の受験生に見てほしい
■受験生向けの映像コンテンツ(学校紹介ビデオ等)をオンデマンドで配信したい
■教員との連携推進およびコンテンツ制作実験の一環として模擬講義を作り、公開したい

主な内容
□高校生向けの模擬講義映像
□学校紹介映像
□学生生活紹介映像

FOLC活動の認知度向上と会員間の連携を図るため、
個々の会員による情報発信とPR活用を呼びかけています。

http://www.folc.jp/

「受験生のための学校紹介Webサイト」はオンデマンドコンテンツに特化
した進学情報サイトです。受験生の皆さんに会員各校を紹介し、志望校の
理解とともにｅラーニングに対する関心を深めていただくことを目的に共
同運営されています。コンテンツの掲載は無料です。掲載を希望される学
校会員の方は事務局までご連絡ください。

会員向けサービスの提供機関になる
■会員機関主催の講演やセミナー等を多くの人に知ってもらいたい
■自社の製品・サービスを学校会員にＰＲしたい

オンデマンド授業に高い関心を持つ会員機関へのＰＲとして、＜FOLC＞
会員サービスメニューの充実をご支援ください。オンデマンド配信が可能
な学習講座や、授業運営に役立つプロダクツを＜FOLC＞を通じて会員に
公開し、広報・宣伝活動を行うことができます。これらの会員向けサービ
スは原則として無償提供となります。提供方法はサービス内容によって異
なりますので、詳細は事務局へご相談ください。

サービス実績例
デジタルコンテンツ制作ツール ＜ContentAuthor＞ 体験キャンペーン
（提供:ソニーブロードバンドソリューション株式会社）

協力会社に登録する
■オンデマンド授業の制作、配信の業務を受託可能である
■授業実施を検討している学校会員に自社の実績をＰＲしたい

オンデマンド授業運営を実施するためには、授業コンテンツの制作や
LMSの運営が必要となります。これらの業務を受託可能な企業会員は協
力会社として登録いただき、実施検討校に対してご案内ください。登録
は無料です。

登録区分
□コンテンツ制作協力会社
□配信協力会社

サイト掲載例
株式会社東和エンジニアリング

オンデマンド授業を制作・運営する
■自校の個性的な学問分野をＰＲしたい
■既存の授業をオンデマンド・コンテンツ化したい

＜FOLC＞では特色ある授業コンテンツの流通による会員間の相互交流を
働きかけています。オンデマンド授業の制作を検討される学校会員の皆様
は、Webサイトに掲載されている運営ガイドラインおよびコンテンツ制作
協力会社、配信協力会社の情報をご覧ください。

登録科目を受講する
■自校にない学問分野の授業を補完したい
■教養・実務講座の学習機会を学生に提供したい

受講を検討する科目については、「FOLC登録科目情報サイト」に記載
されている各講座の問い合わせ先にご連絡いただくか、サイト上の専用
フォームを通じて受講条件をご確認ください。＜FOLC＞は受講契約に
は関与いたしません。

配信校と受信校、協力会社がコンテンツの相互流通を行えるよう
＜FOLC＞は充実したデータベースの提供を通じて普及を促進します。 ⅣⅣ..実践実践//授業運営授業運営
FOLCFOLC登録科目情報サイト登録科目情報サイト http://www.folc.jp/online/
■自校にない学問分野を補完する授業を探す
■資格取得支援やキャリア・スキル教育に役立つ授業を探す
■教職員のセミナーに利用できるコンテンツを探す
■講義のサンプルコンテンツを視聴したい
■受講を検討している科目について問い合わせをしたい

ｅラーニングの利用を検討する学校会員と講座提供機関とをつなぐポータ
ルサイトです。学校会員は学生に提供したい講座を選び、このサイトから
まとめて問い合わせることができます。講義要項冊子「 FOLC登録科目受

講の手引き」と併せて積極的にご活用ください。＜FOLC＞では今後も充
実したデータベースの提供を通じて登録科目の普及を促進します。

主な内容
□授業計画と学習方法
□受講に必要な動作環境条件
□講義サンプル
□運営実績


